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要旨
　本研究では，昼間定時制高校の新入生を対象として，彼らの自尊感情の高さと変動性に関する検討
を行った。118名の生徒に4月，7月，11月にわたる3時点の縦断調査を行った。相関分析の結果，自
尊感情のレベル（3時点を通した自尊感情の平均的な高さ）と変動性（3時点にわたる自尊感情の個人
内の変化の大きさ）の間には，統計的に有意ではなかったものの，理論的に妥当な負の相関（r = -.14）
が示された。また，自他の情動を適切に認識し，調整する能力である情動知能との関連も検討した。
その結果，状況対処や感情制御にかかわる情動知能は，自尊感情のレベルと有意な正の相関（r = .58）
を，自尊感情の変動性と有意な負の相関（r = -.30）を示した。この結果から，状況対処や感情制御に
かかわる情動知能が，自尊感情の高さと安定性に寄与する可能性が示唆された。考察では，教育場面
において子どもの自尊感情のレベルと変動性の双方を支えるうえで，情動知能に着目した教育的支援
の在り方の重要性について議論した。
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Ⅰ．問題と目的

生徒が学校にどのように適応していくか明ら
かにすることは，昨今の学校教育における重
要な課題である。本研究では，「自己に対する

肯定的または否定的態度」をさす自尊感情 （小
塩・岡田・茂垣・並川・脇田，2014; Rosenberg, 
1965） に注目した縦断調査を通して，子どもの
学校適応に対する示唆を得ることを目的とす
る。

本研究では昼間定時制高校に在籍する生徒を
対象とする。定時制高校は，学校教育法第4条
によれば「夜間その他特別の時間又は時期にお
いて授業を行う課程」と定義される （文部科学
省，2020）。また，修了年限や科目設定等の柔
軟性を考え，単位制を採用する定時制高校が増
加傾向にある。単位制高等学校教育規程第6条
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によると，「定時制・通信制課程の単位制高校
においては，（一部省略）昼夜開講制など複数
の時間帯や特定の時期において授業を実施する
よう努める」こととされている （文部科学省, 
2020）。こうした開講時間の一例として，文部
科学省 （2020） は，午前4時間（Ⅰ部），午後4
時間（Ⅱ部），夜間4時間（Ⅲ部）の区分を挙
げている。昼間定時制高校はこのうちⅠ部ない
しⅡ部に開校するものであり，夜間定時制高校
はⅢ部に開校するものである。

定時制高校は，勤労青少年に学習の場を確保
する目的のために，1948年に全日制高校と同
時に発足された。定時制高校に通う生徒が近年
減少傾向にある反面 （文部科学省, 2020），定時
制高校に入学する生徒層は，当初の勤労青少年
から，全日制中途退学者，全日制不合格者，不
登校経験者，外国籍の生徒などと多様になって
きていると指摘されている （文部科学省, 2020; 
西村, 2002; 角田, 2012）。こうした生徒の多様
性を踏まえると，従来の夜間定時制高校が想定
していた勤労青少年にとっての勤務時間であっ
た昼間時に開校する昼間定時制高校には，多様
な背景を有する生徒の受け皿として独自の役割
が求められていると考えられる。また，定時制
高校に通学する生徒の悩みや自尊感情の変化を
検討した研究 （青戸・村瀬, 2013; 西村, 2019） 
はみられるものの数は少なく，昼間定時制高校
に焦点を当てた検討はほとんどみられない。こ
れらのことを踏まえると，昼間定時制高校にお
ける生徒の自尊感情に関して検討することは，
昼間定時制高校が生徒の学校適応にどのように
機能しているのか明らかにする希少かつ意義の
ある試みといえる。
1．自尊感情

自尊感情は，「自己に対する肯定的または否
定的態度」とされる （小塩他, 2014; Rosenberg, 
1965）。自尊感情の高さは主観的幸福感や適応
的行動に関連するとされている （Diener, 1984; 
Taylor & Brown, 1988）。また，自尊感情が高

いことは，自己の存在に価値を見出していると
いうことから，それ自体が精神的健康や心理的
適応の表れとして解釈されることもある （小塩
他, 2014）。

日本人は，諸外国に比較して自尊感情が低い
ことが示されている （Schmitt & Allik, 2005）。
さらに，日本人の自尊感情に関するメタ分析を
行った小塩他 （2014） の研究では，大学生と比
較して中高生の自尊感情が低いことが示されて
いる。加えて，中高生のデータに関する分析の
結果，調査年が近年である研究であるほど，低
い自尊感情が報告されていることから，日本人
の中高生の自尊感情が低下傾向にあることが示
唆された。

このような日本人の自尊感情，とりわけ中高
生の自尊感情の低さは教育現場においても問題
視され，その対策が講じられている。文部科学
省 （2017） は，2013年から2016年までの調査
で得られた結果から，日本の生徒の自尊感情が
諸外国の生徒と比較して低いことを報告してい
る。また，自尊感情との関連要因として主体性
や他者から認められる経験の役割が見出されて
いる点を踏まえ，こうした要因を生み出す教師
や家庭のあり方が重要であると報告している。

本研究では，特に1年間にわたる自尊感情
の変化について検討する。上述した小塩他 

（2014） をはじめとした知見は自尊感情の発達
差を捉えたものであるが，子どもは1年間の学
校生活においても，定期テストや集団生活，学
校行事を通して多くの学業的・社会的達成を経
験する （e.g., 河本, 2014）。このことを踏まえる
と，1年間という長さにおいても自尊感情に何
かしらの変化が生じる可能性があると考えられ
る。したがって，本研究では，1年間にわたる
縦断調査を行い，子どもの自尊感情の変化を検
討することとする。
2．自尊感情のレベルと変動性

さらに本研究では，1年間にわたる自尊感情
の変化を検討する上で，自尊感情のレベルと変

−2−

赤松　大輔・小泉　隆平



動性という観点にも着目する。ここまで述べ
てきた研究の多くは，個人の自尊感情を特性
的なものとして捉えてきた （遠藤, 1999）。その
ため，自尊感情は幼少期の家庭内での生活体
験に基づくものであり変化しにくいとされて
きた （Crouch & Straub, 1983）。しかし，ソシ
オメーター理論 （Leary & Baumeister, 2000） 
では，自尊感情は，他者との関係性の良好さ
をモニターする心理的システムの一部とされ
ている。たとえば，Leary, Tambor, Terdal, & 
Downs （1995） の研究では，他の参加者から作
業グループのメンバーとして選択されなかった
個人は選択された個人より低い自尊感情を報告
したことが示されている。

こうした観点から，自尊感情は比較的安定
した特性的自尊感情と状況によって変化する
状態的な自尊感情の2つに分類されることが
考えられている （阿部・今野, 2007; Leary & 
MacDonald, 2005）。状態的自尊感情に関する
研究では，1週間や1か月といった一定の期間
にわたってRosenberg （1965） による自尊感情
尺度を用いて参加者の自尊感情を反復測定して
状態的な側面として自尊感情の変動を捉えてい
る （e.g., Kernis, 2005; Meier, Orth, Denissen, & 
Kühnel, 2011）。これらの期間内における自尊
感情の個人内平均値を特性的な部分としてのレ
ベル，個人内標準偏差を状態的な自尊感情の変
動性の指標としている （e.g., Kernis, 2005）。ソ
シオメーター理論に基づくと，特性的な自尊感
情の高い者は，低い関係性評価を経験したとき
でさえ，状態的自尊感情が低まらないとされて
いる。ここから，自尊感情レベルと変動性の間
には負の相関があることが想定されている。実
際に，大学生を対象として自尊感情のレベル―
変動性の関連を検討したOkada （2010） におけ
るメタ分析では，両者の間には弱い負の相関 

（ρ = -.31） があることが示されている。また，
自尊感情のレベル―変動性の相関の発達差を検
討したMeier et al. （2011） の研究では，13―19

歳の生徒における状態的自尊感情のレベルと変
動性の間にも負の相関 （r = -.42） が示されてい
る。

さらに，自尊感情をレベルと変動性に分類す
ることによって，両者の機能の差異も明らかに
されつつある。Waschull, & Kernis （1996） は，
小学5年生を対象にして自尊感情のレベルと変
動性の機能を検討し，自尊感情の変動性の高さ
とレベルの低さは学業面の自己評価の低さを介
して学習への内発的動機づけや挑戦心を低める
ことを示唆している。さらに，自尊感情の変動
性が大きい児童ほど，否定的な対人イベントに
おいて，自尊感情が脅威にさらされることを理
由として怒りを表出しやすいことを報告してい
る。Kernis （2005） は，自尊感情のレベルと変
動性の交互作用効果を見出し，自尊感情レベル
が高くかつ変動性の低い個人は攻撃性が低かっ
たのに対して，自尊感情レベルと変動性がとも
に高い個人は攻撃性が高かったことを示してい
る。また，自尊感情レベルが低い生徒の攻撃性
の程度は，上記の自尊感情レベルの高い両群の
生徒の間に位置することが示されている。ここ
から，自尊感情の変動性が高い場合には，自尊
感情レベルの高い生徒は自尊感情レベルの低い
生徒と比べた場合でさえ不適応的な行動をより
生じやすい可能性が示唆されている。

教育現場では，自尊感情の（レベルの）低さ
については注目されやすい反面 （中間, 2016），
こうした自尊感情の変動性について言及される
ことは少ないように思われる。これらの背景か
ら，自尊感情のレベルと変動性という観点を踏
まえると，子どもの自尊感情の高さに加えてそ
の変動性にも注目する必要性があり，とりわけ
自尊感情の安定した生徒を育む重要性が高いと
考えられる。
3．情動知能

さらに，自尊感情とその変動性を規定する要
因として，本研究では情動知能に着目する。情
動知能は，「自他の情動を適切に認識し，調整
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する能力」と定義される （Salovey & Mayer, 
1990）。情動知能を取り上げた研究では，情動
知能が自尊感情，主観的幸福感，学校適応を
向上させることが示されてきた （e.g., Mergler, 
Spencer, & Patton, 2007; 野崎・子安, 2015; Ru-
valcaba-Romero, Fernández-Berrocal, Salazar-
Estrada, & Gallegos-Guajardo, 2017）。

情動知能に関する先行研究では，自己の感情
を理解し制御する側面である自己領域と，他
者の感情を理解し共感する側面である他者領
域（あるいは対人領域）という2つの側面から
情動知能が捉えられてきた （e.g., 野崎・子安, 
2015; Salovey & Mayer, 1990）。これに加えて，
一部の研究では，自分自身を含む内的外的な環
境の変化に対応する能力があることが想定され
ている。大竹ら （島井・大竹・宇津木・内山, 
2002; 大竹・島井・内山・宇津木, 2001） は，上
記の2因子（自己対応・対人対応）にこうし
た状況対応能力を加えた3因子から情動知能に
測定する尺度として情動知能尺度 （Emotional 
Intelligence Scale: EQS） を作成した。EQSを
用いた先行研究では，性格特性や学校適応，心
身の健康といった多様な心理的要因との関連が
検討され，とりわけ状況対応が種々の適応や健
康と関連することが指摘されている （島井他, 
2002）。こうした状況対応能力は，社会的経験
が比較的少ないと思われる状態で入学してきた
生徒が学校での集団生活が求められる昼間定時
制高校の生徒においてより重要なものと考えら
れる。よって，本研究では，状況対応能力を含
めた尺度であるEQSを用いた検討を行うこと
とする。

上述した知見やソシオメーター理論に基づく
と，情動知能の高い個人は他者との関係調整が
巧みであるため周囲との関係性が良好であり，
結果として自尊感情が高いと考えられる。さら
に，本研究では，情動知能と自尊感情の変動性
の関連にも着目する。上記のソシオメーター理
論に基づく自尊感情のレベルと変動性の関連に

関する知見では，特性的に高い自尊感情をもっ
ている場合は，日々の経験によって状態的な自
尊感情が左右されることが少ない。その結果と
して自尊感情のレベルと変動性の間には負の相
関が示されるとしている。情動知能が自身の感
情制御や状況への対応をさす能力であることを
踏まえると，情動知能の高い生徒は平均して自
尊感情が高いことに加えて，自尊感情の変動性
は小さくなることが考えられる。そのため，情
動知能は自尊感情のレベルとは正の関連，変動
性とは負の関連を示すと予測される。
4．目的の整理

以上の議論を踏まえ，本研究では昼間定時制
高校生を対象として，1年間にわたる彼らの自
尊感情の変化を，自尊感情のレベルおよび変動
性といった観点から検討する。さらに，自尊感
情の規定因として情動知能に着目し，情動知能
が自尊感情のレベル・変動性とどのように関連
するか検討する。仮説は以下の通りである。
仮説1．自尊感情のレベルと変動性の間には負

の関連が示される。
仮説2．情動知能と自尊感情のレベルの間には

正の関連が示される。
仮説3．情動知能と自尊感情の変動性の間には

負の関連が示される。
また，情動知能と自尊感情のレベル・変動性

の間の関連が示された場合，情動知能の程度に
よる自尊感情の違いが1年間のどの時点におい
て生じるか，補足的な分析も併せて行うことと
する。

Ⅱ．方　法

本研究は，調査協力校が独自の研究目的・教
育目的のもと行った質問紙調査の二次分析であ
る1。本研究は，第一著者の所属研究機関の研究

1	 調査には，学校適応や生徒の生活習慣などに関する
項目も含まれていたが，本研究では研究目的に応じ
て自尊感情および情動知能の項目のみを利用した。
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倫理委員会の承認を得て実施された （承認番号
20-1425）。
1．調査時期

2015年4月 （Time 1），7月 （Time 2），11月 
（Time 3） の3時点にわたり調査は行われた。
2．調査協力者

西日本の公立昼間定時制高校に在籍する1
年生118名を対象とした。Time 1では112名，
Time 2では100名，Time 3では81名から調査
協力を得た2。調査協力校は，修業年限を4年と
する普通科単位制をとっている。調査協力者
のうち，3年での卒業を目指す生徒が70.9%，4
年での卒業を目指す生徒が29.1%であった。ま
た，調査協力者のうち一定数の生徒が中学校ま
でに不登校や学習面・対人関係面での困難を経
験していた3。
3．調査内容

自尊感情　Rosenberg （1965） を邦訳した星
野 （1970） の尺度をもとに，調査参加者が理解
しやすいように一部の表現を修正した計10項
目 （e.g., 自分には，いくつかのよいところがあ
る） を用いた。全時点において回答を求めた。
本研究では，状態的自尊感情に関する阿部・今
野 （2007） の研究で行われた項目・教示の修正
を施してはいない。そのため，本調査で測定さ
れた自尊感情は特性的自尊感情を測定したのも
のと解釈できる。「1. まったくあてはまらない」
から「4. たいへんあてはまる」までの4件法で
回答を求めた。

2	 退学による生徒の脱落が一部みられたため，時点
の経過に伴い調査協力者の人数は減少している。

3	 不登校経験について直接尋ねる質問項目は設けら
れていなかったが，Time 1の調査における「登校
するとき不安になることがある」という項目に対
して生徒の44.4%が「たいへんあてはまる」また
は「ほとんどあてはまる」と回答していた。また，
Time 2の調査における「学習が難しいと感じた
ことがありますか」という項目に対して93.0%が
「ある」と回答し，「他の人とうまくやっていくの
が難しいと感じたことがある」という項目に対し
ては63.0%が「ある」と回答していた。

情動知能　島井他 （2002） の尺度をもとに，
第2著者および調査協力校の教員によって，高
校生を対象とする上で適切な表現になるよう修
正したものを用いた。「自己対応」を想定した
7項目 （e.g., 一度始めたことは，最後までやり
たい），「対人対応」を想定した7項目 （e.g., 友
だちの話はじっくり聞きたい），「状況対応」を
想定した7項目 （e.g., 決めなければいけないと
きには，すぐに決断することができる） の計
21項目から構成される。Time 3のみにおいて
回答を求めた。本研究で想定する「情動知能
の程度によって自尊感情のレベルや変動性が
変化する」という影響関係を捉えるためには，
Time 3よりもTime 1で情動知能を測定するこ
とが望まれる。その一方で，高校生の情動知
能を扱った研究では，1年間にわたる情動知能
の得点の相関は.62以上の値が報告されており 

（Costa & Faria, 2015），情動知能には一定の安
定性があるといえる。そのため，Time 3の情
動知能はTime 1で測定された場合の情動知能
と大きな違いはないと考えられ，本研究では
Time 3の情動知能を利用した。「1. まったくあ
てはまらない」から「4. たいへんあてはまる」
までの4件法で回答を求めた。

Ⅲ．結　果

本研究の分析には，フリーの統計ソフトウェ
アであるHAD17 （清水, 2016） を用いた。
1．各尺度の信頼性と因子構造の検討

逆転項目の処理を行った上で各尺度の信頼
性係数を算出した結果，自尊感情についてα = 
.75 - .82 の値が示され，一定の信頼性があるも
のと判断した。そのため，これらの項目の各時
点の平均値を自尊感情の尺度得点として以降
の分析に用いることとした。また，自尊感情
のレベルと変動性に関する先行研究 （e.g., Rho-
dewalt, Madrian, & Cheney, 1998; Waschull & 
Kernis, 1996） に基づいて，3時点の自尊感情の
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平均値を「自尊感情レベル」，3時点の自尊感
情の個人内の標準偏差を「自尊感情変動性」と
して得点化した。

EQSの下位因子の項目群について信頼性係
数を算出した結果，自己対応でα = .50，対人
対応でα = .55，状況対応でα = .66となり，い
ずれも許容できる値といえなかった。そのた
め，探索的因子分析を行い，再度信頼性係数の
算出を行うこととした。

MAP基準から2因子解を採用して探索的因
子分析を行った。分析の過程で，因子負荷量
が.35を下回った3項目 （「ボランティア活動を
しようとは思わない」「友だちのためなら嫌な
ことでも引き受ける」「気がついたらグループ
のリーダー役になっていることが多い」） を除
外した。最終的な分析結果をTable 1に示す。

1因子目には，「とっさの場合には適切な判
断ができない」「自分の長所と短所を説明する
ことができない」「先を考えて計画を立てるこ
とができない」など，逆転項目が集中して負荷
していた。項目内容としては，状況対応に相当

する項目と，自己対応のうち自身の感情理解・
表出に相当する項目の負荷量が高いことから，

「状況対処・感情制御」と命名した。
2因子目には，「友だちの話はじっくり聞き

たい」「一度始めたことは，最後までやりたい」
「悩んでいる友だちを見たら助けてあげたくな
る」などの項目が負荷していた。項目内容とし
ては，対人対応に相当する項目と，自己対応の
うち粘り強さに相当する項目の負荷量が高いこ
とから「対人対応・粘り強さ」と命名した。こ
れらの因子について信頼性係数を算出した結
果，状況対処・感情制御でα = .78，対人対応・
粘り強さでα = .75と一定の改善がみられたた
め，これらの因子について平均値を尺度得点と
して以降の分析に用いることとした。各尺度得
点の記述統計量，信頼性係数，相関分析の結果
をTable 2に示す。
2．自尊感情の時点間の変化

自尊感情の3時点にわたる変化を検討するた
めに，3時点で自尊感情に関するデータが得ら
れた57名のデータを用いて，時点を要因とし

Table 1　情動知能に関する探索的因子分析の結果

 (R) ( ) .72 .02 .52

 (R) ( ) .62 -.16 .37

 (R) ( ) .55 -.09 .29

 (R) ( ) .50 -.06 .24

 (R) ( ) .49 .11 .28

 (R) ( ) .48 -.19 .23

 (R) ( ) .47 .07 .25

 (R) ( ) .45 -.12 .19

( ) .43 .13 .23

( ) .38 .35 .33

( ) -.12 .62 .37

( ) -.10 .60 .35

( ) .18 .58 .42

( ) -.10 .55 .29

( ) .21 .54 .38

( ) -.16 .49 .23

( ) -.16 .47 .21

( ) .11 .41 .20

.22

F2

2.94 2.65

F1

EQS F1 
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た1要因分散分析を行った。その結果，時点の
効果は有意ではなかった （F （2, 112） = 1.55, p 

= .22, η2 = .03）。
3．自尊感情レベル・変動性と情動知能の関連

相関分析において状況対処・感情制御―自
尊感情レベル間に中程度の正の相関 （r = .58, p 
< .01），状況対処・感情制御―自尊感情変動性
間に弱い負の相関 （r = -.30, p < .05） が示され
た。状況対処・感情制御と自尊感情変動性の間
に負の相関が示されたことから，状況対処・感
情制御の得点が高いほど各時点での自尊感情得
点の変化が小さい可能性が考えられた。そのた
め，生徒を状況対処・感情制御の平均値 （M= 
2.27） を境に低群 （N = 23） と高群 （N = 34） の

2群に分類して，自尊感情の得点変化を検討す
ることとした。各群の各時点での自尊感情得点
をFigure 1に示す。

Figure 1から，状況対処・感情制御低群の生
徒は，状況対処・感情制御高群の生徒と比較し
て，Time 2からTime 3にかけて自尊感情の落
ち込みが大きい傾向にあることが窺える。各群
における自尊感情の変化に状況対処・感情制御
が関連しているかを検討するために，状況対
処・感情制御群および時点を要因とした2要因
分散分析を行った。その結果，群の主効果のみ
が有意で （F （1, 55） = 39.08, p < .01, ηp

2 = .42），
時点の主効果 （F （2, 110） = 2.12, p = .13, ηp

2 

= .04） および群×時点の交互作用効果 （F （2, 

Table 2　各尺度得点の記述統計量，信頼性係数，相関分析の結果

N Mean α

1.  (Time 1) 99 2.27 ( 0.48 ) .75

2.  (Time 2) 92 2.28 ( 0.51 ) .81 .72 **

3.  (Time 3) 75 2.21 ( 0.50 ) .82 .54 ** .72 **

4. 57 2.20 ( 0.41 ) .85 ** .91 ** .88 **

5. 57 0.19 ( 0.12 ) .02 -.08 -.29 * -.14

6. 78 2.27 ( 0.50 ) .78 .50 ** .49 ** .60 ** .58 ** -.30 *

7. 80 2.92 ( 0.44 ) .75 -.02 .10 .21 † .18 .09 .16

 **
 p  < .01, 

* p  < .05, p  

6( SD  ) 1 2 3 4 5 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1　各生徒の自尊感情の変化（細線）と各群の自尊感情の平均値（太線）
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110） = 2.14, p = .12, ηp
2 = .04） は有意ではなかっ

た。

Ⅳ．考　察

本研究では，昼間定時制高校生における自尊
感情と情動知能の関連について，特に自尊感情
レベルと変動性に焦点を当てて検討した。
1．昼間定時制高校新入生の情動知能

本研究において情動知能の因子構造を検討し
た結果，EQSに関する先行研究では想定され
た3因子構造は示されなかった。EQSを用いた
先行研究 （大竹他, 2001; 島井他, 2002） は，主
に社会人を対象として開発・応用されてきた。
そのため，この尺度が本研究で対象とした高校
生，特に昼間定時制高校の新入生にとってもふ
さわしいものであったとはいい切れない。

抽出された2因子は，先行研究における状況
対応と対人対応にあたる項目の多くがそれぞれ
負荷していた。自己対応については独立した1
因子としては抽出されず，自己の感情制御に関
する項目と目標追求に関する項目が各因子に分
かれたという結果が示された。これらは，大竹
他 （2001） や島井他 （2002） ではそれぞれ自己
洞察と自己コントロールといった下位領域に区
分されることも指摘されており，自己対応領域
内におけるこうした差異を反映したものと考え
ることもできるかもしれない。

しかしながら，状況対処・感情制御に対して
負荷量の大きい項目はいずれもEQSにおける
逆転項目であったことから，こうした逆転項目
に対する表現への反応が反映された因子である
可能性は排除できない。また，因子負荷量の低
い項目も含め，この因子に負荷した項目は「自
分が情動の認知や制御ができるかできないか」
といったコンピテンスとしての側面を反映した
因子である可能性も考えられる。そのため，従
来の情動知能における「自己―他者」（野崎・
子安, 2015） や「自己―対人―状況」 （島井他, 

2002） といった領域の分化が反映されていると
はいい難いため，以下の考察を行うにあたって
も，解釈には注意が必要であろう。
2．自尊感情のレベルと変動性

相関分析の結果，自尊感情のレベルと変動性
の相関係数は負の値であるものの，統計的な有
意なものではなかった。そのため，仮説1は支
持されなかった。また，本研究で得られた相
関係数 （r = -.14） は，Okada （2010） による大
学生を対象としたメタ分析で得られた値 （ρ = 
-.31） ，およびMeier et al. （2011） において得
られた13―19歳の生徒における相関 （r = -.42） 
には満たない。これらの自尊感情の変動性に
関する先行研究は，1週間や1か月という比較
的短期間における1日や半日間隔での自尊感情
の変動を扱っている （Rhodewalt et al., 1998; 
Waschull & Kernis, 1996）。本研究では，およ
そ1年間に比較的長期間における3か月という
間隔を経た自尊感情の変動を扱ったため，先行
研究知見で報告された相関係数よりも小さい値
が得られた可能性が考えられる。しかしなが
ら，自尊感情のレベルと変動性の間の相関係数
に負の値が示された結果は，先行研究知見と矛
盾しない結果と解釈できる。そのため，今後よ
り短期間における自尊感情の変動を捉えていく
なかで，先行研究と類似した値が得られるか検
討していく必要があるだろう。
3．情動知能と自尊感情の変化との関係

相関分析の結果，状況対処・感情制御は自尊
感情レベルと正の相関を示した。自己の感情制
御にかかわる情動知能が自尊感情と正の関連を
もつ結果は，野崎・子安 （2015） の知見と概ね
整合するものである。また，本研究の状況対
処・感情制御因子には，島井他 （2002） におけ
る状況対応にかかわる項目も含まれていた。状
況対応にかかわる情動知能は，集団生活を営む
上で特に重要な資質と思われる。こうした資質
は，高校に進学したばかりの新入生，とりわけ
通常高校の生徒と比較して対人接触経験の少な
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い生徒が一定数いると思われる昼間定時制高校
新入生において，自尊感情に関連する重要な要
因と考えられる。

さらに，状況対処・感情制御は，自尊感情
の変動性と負の関連を示した。つまり，状況
対処・感情制御に秀でた生徒ほど，1年間にわ
たって自尊感情が安定していることが考えられ
る。自尊感情の安定性は，高い学習動機づけを
予測する （Waschull, & Kernis, 1996）。こうし
た面から，状況対処・感情制御にかかわる情動
知能は，自尊感情の安定性を介して学業面・心
理面双方の適応を促す可能性があることが示
唆される。情動知能と自尊感情の関連を検討し
た研究においては，自尊感情のレベルとの関連
を示した知見が多い一方で，自尊感情の変動性
を含めた上で情動知能の機能を検討した知見は
あまり見受けられない。本研究は，縦断的な調
査・分析を通して，情動知能が自尊感情の高さ
のみならず自尊感情の安定性（変動性の小さ
さ）にもかかわるという適応的機能を示唆した
という点で独自の知見であるといえる。

本研究では，状況対処・感情制御が自尊感情
の安定性に関連することが示された上で，状
況対処・感情制御の高低による自尊感情の時
点間の変化を検討した。2要因分散分析におい
て，時点の主効果および群―時点の交互作用
効果は有意ではなかったものの，各効果量は
水本・竹内 （2008） の効果量の基準において小
さな効果 （ηp

2 = .04） と解釈できる値が得られ
た。Figure 1より，状況対処・感情制御低群の
生徒は，状況対処・感情制御高群の生徒と比
較して，Time 2からTime 3にかけての落ち込
みが大きい傾向にあることが窺える。これは，
Time 2の7月からTime 3の11月にかけては，
学校行事が多く行われ，生徒間の社会的相互作
用が多くなり，困難な状況や対人的葛藤に直面
しやすいことが考えられる。本研究における分
析において統計的に有意な結果が得られておら
ず推測の域を出ないが，こうした状況において

高校新入生は自尊感情の低下を経験する傾向が
あるなか，状況対処・感情制御の苦手な生徒は
こうした自尊感情の低下がより顕著に生じる可
能性が考えられるかもしれない。
4．本研究の課題

本研究には，以下の5つの課題が挙げられ
る。第1に，本研究のサンプルサイズは小さ
く，もっとも調査協力者の多いTime 1におい
ても100名に満たなかった。特に，本研究は夜
間定時制高校や通常高校の生徒との比較を行っ
ておらず，本研究の結果が昼間定時制高校の生
徒に固有のものかどうか判断はできない。その
ため，本研究で得られた知見を解釈する上で一
般化可能性に注意する必要がある。

第2に，3時点という調査回数は自尊感情の
変動性を捉える上で十分なものとはいい難い。
本研究のように調査回数が限られている場合，
テスト前後など自尊感情の変動が生じやすい時
期を含めた調査を行うことで，自尊感情の変動
性の個人差が浮き彫りになるかもしれない。こ
うした測定の妥当性についても吟味した上での
検討が求められるだろう。

第3に，本研究の調査協力者には，退学や欠
席による脱落が多く見受けられた。脱落者の多
さは，サンプルサイズの小ささに加えて，時点
間のサンプルの等質性にも影響を及ぼしうる。
また，本研究で取り上げた自尊感情や情動知能
が欠席傾向や退学にもかかわっていることも考
えられるため，こうした要因も含めた検討を行
うことが今後求められる。

第4に，本研究では情動知能を安定的な要因
と捉え，情動知能が自尊感情の変化に及ぼすよ
うな規定関係を想定したが，情動知能に関する
データが収集されたのはTime 3のみであるた
め，情動知能が自尊感情に先行する要因とは必
ずしもいえない。先行研究では，情動知能は先
天的な要素が少なく教育や学習によって変容す
る要因で （大竹他, 2001），定期試験前後という
短期間でもストレス対処の方法によって個人
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の情動知能が変化することも示されている （野
崎, 2013）。そのため，本研究で想定する現象
をより正確に捉えるためには，Time 1やTime 
2においても情動知能に関して尋ね，自尊感情
との因果関係について詳細な検討を行うことが
望ましいといえる。

最後に，本研究では，自尊感情を取り上げた
ものの，自尊感情が高いことが必ずしも適応
的であるとはいえない （e.g., 中間, 2016）。たと
えば，自尊感情が高いことは攻撃性の強さや，
自己防衛といった適応的でない心理側面にも
つながることも指摘されている （Baumeister, 
Campbell, Krueger, & Vohs, 2003）。こうした
点から，先行研究では，自尊感情のうち適応的
側面を反映した自律的自尊感情と不適応的側面
を反映した他律的自尊感情に弁別し，各自尊感
情の側面に応じて質問紙や潜在連合テストを
使い分けることが提案されている （Yamasaki, 
Uchida, Yokoshima, & Kaya, 2017）。そのため，
本研究では自尊感情のレベルと変動性に着目し
たが，自尊感情を自律的・他律的な側面に区別
したり，幸福感や孤独感，学校適応といった指
標を用いたり，潜在的態度を測定する手法を用
いたりするなど多面的な検討を行うことで，本
研究で考察した情動知能の機能の適応性につい
て吟味していく必要があろう。

以上の限界点が認められるものの，本研究は
わが国において未だ少ない昼間定時制高校の新
入生の自尊感情や情動知能の様相を検討したと
いう点において，一定の理論的・教育実践的意
義を有する知見を提出するものであると考えら
れる。今後，本研究で得られた知見をもとに，
自尊感情や情動知能に関する理論の精緻化や，
教育現場における生徒支援に寄与できる研究が
蓄積されることが期待される。
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